
抗DくRhoI人免疫グロブリン製剤の概要

販売名
I製造I販売1

規格 製法 製剤
貯法一有効期間

抗Dグロブリンーニチヤク

t日本梨薬l武田薬晶工業I

1000倍

く2ml相当量I

エタノ-ル分画

ウイルス除去膜t35nmI

乾燥製剤
10oC以下. 3年

抗D人免疫グ口ブリン-Wf

Iベネシスノ三菱ウェルフア-マI

1 000倍

く2ml相当量I

エタノ-ル分画

ウイルス除去膜t35nmI

乾燥製剤
10oC以下. 3年

t効能r効果1

Rh式血液型のDくRhol陰性の産婦に. DくRhol陽性の胎児を分娩した後に

与えることにより.母体血液中での抗DくRhoI抗体の産生を抑制する.

DIRhol人免疫グロブリンの供給量く日

本数
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海外の抗DくRhol人免疫グロブリン製剤の概要

版売名
t製造l販売1

規格 製法 製剤
貯法一有効期間

Rhophylac
ICSリ

15001Uく300JL gI

イオン交換処理
SID処理

ウイルス除去膜t1 5nml

液状製剤
2一-8oC. 36ケ月

BayRho-D
tBayerl

2501U

1500IU

エタノール分画
SID処理

ウイルス除去膜

液状製剤
2一-8oC

WinRho SDF
tBaxterI

600IUく120FL gl

15001Uく3001L gI

5000JUく1000FE gI

イオン交換処理
SノD処理

ウイルス除去膜35nmJ

乾燥製剤
2一-8Qc

E効能.効果コ
1. Rh式血液型のDくRhoI陰性の産婦に対する.抗DくRho7抗体の産生の抑制.
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